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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型）」は、2024年７月24日に第17期の決算を行な
いましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2016年１月29日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長を

めざして運用を行ないます。 

主要運用対象 
ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

分 配 方 針 

毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

基準価額水準が１万円（１万口当たり）を超えている場合には、分配対象額の範囲内で積極的に分配を行ないます。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

＜643025＞ 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド
（年２回決算型） 

第17期（決算日 2024年７月24日） 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ROBO Japan Robotics 
and Automation UCITS指数 株   式 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

13期(2022年７月25日) 9,135 0 △ 4.6 191.18 △ 2.8 96.5 12,822 

14期(2023年１月24日) 8,884 0 △ 2.7 190.87 △ 0.2 96.4 11,812 

15期(2023年７月24日) 10,072 100 14.5 224.59 17.7 95.3 12,231 

16期(2024年１月24日) 10,129 850 9.0 224.70 0.1 97.7 11,878 

17期(2024年７月24日) 10,091 1,050 10.0 230.37 2.5 93.6 12,009 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は、ROBO Global Partners Ltdが開発した、日本のロボティクス関連等の株式を対象

にした指数です。なお、設定時を100として2024年７月24日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
       

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

R O B O  J a p a n  R o b o t i c s 
and Automation UCITS指数 株   式 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年１月24日 10,129 － 224.70 － 97.7 

１月末 10,060 △ 0.7 223.76 △ 0.4 96.4 

２月末 10,763 6.3 237.64 5.8 97.9 

３月末 11,101 9.6 245.22 9.1 97.0 

４月末 10,553 4.2 247.15 10.0 97.5 

５月末 10,868 7.3 237.13 5.5 96.7 

６月末 11,448 13.0 238.23 6.0 97.4 

(期  末)      

2024年７月24日 11,141 10.0 230.37 2.5 93.6 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○運用経過 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は、期首（2024年１月24日）の値が基準価額と同一とな

るように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、わが国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の株式に実質的

な投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準

価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・インフレの鈍化を示す米国の経済指標の発表を受けて米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利下げが期

待されたこと。 

・米国の大手半導体企業の好決算などを背景に半導体関連の銘柄を中心にハイテク株が堅調だったこと。 

・円安／アメリカドル高傾向による輸出企業の好調な業績が期待されたこと。 

・「日立製作所」、「ディスコ」、「三菱重工業」などの株価上昇がプラスに寄与したこと。 

 

期中の基準価額等の推移 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・中東情勢の緊迫化で投資家のリスク回避姿勢が強まったこと。 

・国内の長期金利が上昇したことを受けて株式の相対的な割高感が意識されたこと。 

・「エムスリー」、「ＬＩＮＥヤフー」、「日本電信電話」などの株価下落がマイナスに影響したこと。 

 

 

（株式市況） 

国内株式市場では、株価は期間の初めと比べて上昇しました。 

中東情勢の緊迫化で投資家のリスク回避姿勢が強まったことや、国内の長期金利が上昇したことを受けて

株式の相対的な割高感が意識されたことなどが株価の重しとなったものの、日銀が金融政策決定会合におい

てマイナス金利政策の解除や上場投資信託（ＥＴＦ）の買い入れ終了などを決定した一方で日銀総裁の記者会

見での発言などから緩和的な金融環境が当面続くとの見方が広がったことや、インフレの鈍化を示す米国の

経済指標の発表を受けてＦＲＢによる利下げが期待されたこと、米国の大手半導体企業の好決算などを背景

に半導体関連の銘柄を中心にハイテク株が堅調だったこと、円安／アメリカドル高傾向による輸出企業の好

調な業績が期待されたことなどが支援材料となり、株価は上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ない

ました。 

 

（ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド） 

当ファンドでは、ボトムアップアプローチの運用力を十分に活かし、中長期的な企業評価を重視した銘柄選

択により、急速な拡大が期待されるロボティクス市場で高い成長が見込まれると考える企業に注目して運用

を行ないました。 

期間中は、オフィスにおけるＡＩの普及を後押しする情報サービス銘柄を１銘柄、ＤＸコンサルティングを

行なうＩＴサービス企業を１銘柄、不動産などでのＡＩ活用を促す銘柄を２銘柄、ＡＩ半導体に重要な半導体

の後工程関連銘柄を１銘柄、今後更なる普及が予想されるＡＩデータセンターに関連する銘柄を１銘柄、新規

に組み入れました。一方で、株価の相対感からソフトウェアのテストを行なう企業を１銘柄、自動運転関連の

企業を１銘柄、作業の効率化やＡＩに関わる企業を３銘柄、ソフトウェア関連銘柄内での相対感からセキュリ

ティ関連銘柄を１銘柄、全売却しました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第17期 

2024年１月25日～ 
2024年７月24日 

当期分配金 1,050  

(対基準価額比率) 9.425％ 

 当期の収益 946  

 当期の収益以外 103  

翌期繰越分配対象額 90   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は当ファンド

の参考指数です。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を原則と

して高位に組み入れて運用を行ないます。 

 

（ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド） 

国内株式市場は、米国金利や日銀の金融政策に影響される状況が続いています。ロボティクス関連市場は、

足元でグローバルの最終製品需要の弱さは継続しているものの、在庫調整が進んだことで、底打ちが見えつつ

あります。そのため、今後需要・生産の回復とともに設備投資回復への期待感も高まっていくと考えます。ま

た、新たな設備投資にあたっては、人件費の高騰もあり、より自動化が進んだ工場の生産ラインの投入が予想

されます。加えて各国における半導体工場の新設が今後本格化することで更にロボット需要も高まっていく

と考えています。国内においてはインバウンドなどによる需要の増加が期待される一方で人材不足が懸念さ

れており、デジタル化やロボット化によりサービス業における省力化が進むと予想します。特にＡＩの進歩は

2024年も継続することで、今まで以上の効率化・省力化の効果も期待できると考えます。一方で、ウクライナ

や中東情勢、米国や日本における金利政策の変更、中国経済の低迷などのリスクを株式市場が織り込んでいく

可能性には留意が必要と考えています。 

ポートフォリオの構築においては、ボトムアップアプローチの運用力を十分に活かし、中長期的な企業評価

を重視していく方針です。具体的には、日本の独自の差別化されたロボティクス関連技術やブランド力が海外

で普及することにより業績を伸ばせる企業、日本国内の少子高齢化による労働力不足、インフラの老朽化、介

護・医療負担の増加などの課題に対し、ロボティクス関連技術を用いたサービスや製品の提供で解決を図るこ

とにより業績を伸ばせる企業に注目しています。また、「ロボティクス関連事業」は、分野によっては市場が

まだ成長の初期段階にあり、関連する企業の規模が小さいケースも想定されることから、中・小型の企業にも

積極的に投資を行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 92  0.848  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (44)  (0.410)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (44)  (0.410)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.017   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.017)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.017   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 2)  (0.015)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する指数の
標章使用料など 

 合 計 96   0.882    

期中の平均基準価額は、10,798円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.72％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 254,700 608,386 888,080 2,282,698 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 12,095,354千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 56,545,317千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.21   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年７月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 5,103,831 4,470,451 11,471,178 
 
（注） 親投資信託の2024年７月24日現在の受益権総口数は、22,088,101千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年７月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 11,471,178 85.7 

コール・ローン等、その他 1,918,844 14.3 

投資信託財産総額 13,390,022 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年７月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,390,022,958   

 コール・ローン等 193,843,630   

 ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド(評価額) 11,471,178,877   

 未収入金 1,725,000,000   

 未収利息 451   

(B) 負債 1,380,853,533   

 未払収益分配金 1,249,612,243   

 未払解約金 19,195,713   

 未払信託報酬 109,842,406   

 その他未払費用 2,203,171   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,009,169,425   

 元本 11,901,068,990   

 次期繰越損益金 108,100,435   

(D) 受益権総口数 11,901,068,990口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,091円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は11,726,936,209円、期中追加設定元

本額は1,398,680,043円、期中一部解約元本額は1,224,547,262

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0091円です。 
 

○損益の状況 (2024年１月25日～2024年７月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 44,844   

 受取利息 45,298   

 支払利息 △          454   

(B) 有価証券売買損益 1,239,009,960   

 売買益 1,325,131,456   

 売買損 △   86,121,496   

(C) 信託報酬等 △  112,045,577   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,127,009,227   

(E) 追加信託差損益金 230,703,451   

 (配当等相当額) (    223,247,922)  

 (売買損益相当額) (      7,455,529)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 1,357,712,678   

(G) 収益分配金 △1,249,612,243   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 108,100,435   

 追加信託差損益金 108,100,435   

 (配当等相当額) (    102,604,692)  

 (売買損益相当額) (      5,495,743)  
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。  
（注）分配金の計算過程（2024年１月25日～2024年７月24日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年１月25日～ 
2024年７月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 81,990,182円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 1,045,019,045円 

c. 信託約款に定める収益調整金 230,703,451円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,357,712,678円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,140円 

g. 分配金 1,249,612,243円 

h. 分配金(１万口当たり) 1,050円 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 1,050円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年１月25日から2024年７月24日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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